
～主な記事～

◇ 群馬県がん患者ミーティング２０１０ 開催しました！

ミーティングレポートと写真展 特集です

☆群馬県がん患者ミーティング２０１０ 開催しました☆

（開催ﾚﾎﾟｰﾄ）
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いよいよリレートークが始まりました。

スタートは「１．２の３で温泉に入る会ぐんま」の武井さんです。１．２の３で温泉に入る会ぐんまが

結成された経緯や、会員の皆さんで楽しく交流したり、温泉に入る様子が伝わりました。きっかけ

は、群馬の現会長が、故俵萠子さんに話されたことだったとか…感激しました。

群馬あかぎ互療会の大島さんは、この日のためにわざわざ模造紙にいろいろ書いたり貼ったりし、

わかりやすくオストミーのことを説明して下さいました。紙芝居のような仕掛けに会場中、興味を

持って拝見しました。

あけぼの群馬 本田会長からは、毎年取り組んでいる「母の日キャンペーン」の様子が紹介され

ました。こうした取り組みが少しずつがん連協のキャンペーン活動に広がっていくことを感じました。

ひまわりの会は６人の大リレートークとなりました。活動報告、告知されてからの気持ちや患者会

活動を通して得た仲間の大切さ。がんサロン（定例会）の報告と、今後期待することなどを熱心に

伝えて下さいました。

企画委員会の篠原さんからは、この度、群馬県が制定する群馬県がん対策推進条例に対し、が

ん連協から提出した要望書にどのような思いがつまっているのか、何を願うのかということを企画

委員を代表して伝えて下さいました。

休憩の後は、恒例の交流茶話会です。初めて顔を合わせても不思議と心が通じ合い、話に花が

咲きます。

プログラムの終わりは「見上げてごらん夜の星を」を合唱。名残惜しかったのですが、また会いま

しょうと約束し、解散しました。

がん関連の行事が続いたり重なったりしたせいで、参加者は４９名と昨年に比べると少なくなって

しまいましたが、患者・家族、行政、医療関係者が参加して交流できる機会は貴重なものです。こ

れからも患者会で企画・運営し、みなさんと一緒に楽しめるイベントを開催したいと考えます。
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トナカイ指揮者に合わせ、大合唱。

美声の持ち主がたくさんいらっしゃいました。

しあわせはー歩いてこないーだーから歩いていくんだねー♪

だんだんと体が温まってきます。

次回は水戸黄門のテーマもいいでしょうか？？？

お笑い芸人さん「もう中学生」も驚きの大島さん力作。

温かみのある作品で、学校の授業を思い出しました。

わかりやすくオストミーのことを説明して下さいました。

それぞれの発表者の方々は熱心に心をこめて原稿を作成して下さいました。

患者さんからのメッセージは、来場者の皆さんの心に届きました。

いつまでも話が尽きないのが交流茶話会。

これこそ、がんサロンの原点ではないでしょうか？


